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調査概要 

 

 

１．目的 

総合型地域スポーツクラブにおける活動の現状、ＳＣ全国ネットワークに期待するこ

と等を把握し、ＳＣ全国ネットワークの今後の事業展開を考える上での参考資料とする。 

 

２．対象 

総合型地域スポーツクラブ（創設準備中のクラブを含む） 

※ＳＣ全国ネットワークへの加入の有無を問わない 

 

３．実施期間 

平成２４年３月２３日～平成２４年５月３１日 

 

４．実施方法 

ＳＣ全国ネットワークから都道府県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会を通じて、

各クラブへメール、ＦＡＸ等で総合型地域スポーツクラブ（創設準備中のクラブを含む）

の状況（平成２４年３月末日現在）を調査した。 

 

５．調査票回収状況 

配布数：３，０２０件  回収数：１，７２２件  回収率：５７．０％ 

※福島県の一部のクラブにおいては、東日本大震災の影響により平成２４年３月末日

現在の状況での回答が困難であるため、平成２３年２月末日現在の状況での回答と

なっている。 

 



  

 
 

調査結果 

 

【クラブの属性について】 

質問１ クラブ設立後の活動年数をお答えください。（１つを選択） 

１．未設立     ２．5 年以下    ３．6～10 年  ４．11～15 年 

５．16～20 年    ６．21 年以上 

 

 

 

 

 



  

 
 

質問２ 会員数についてお答えください。（１つを選択） 

１．100 人以下  ２．101～200 人  ３．201～300 人  ４．300～1,000 人 
５．1,001 人以上 

 

 

 

 

 



  

 
 

質問３ クラブ会員としての加入を想定しているエリア（範囲）の人口についてお答えく

ださい。（１つを選択） 

１．1,000 人以下      ２．1,001 人～5,000 人   ３．5,001 人～10,000 人 
４．10,001 人～30,000 人  ５．30,001 人～50,000 人  ６．50,001 人以上 

 

 

 

 

 



  

 
 

質問４ 年間予算規模（平成 23 年度）についてお答えください。（１つを選択） 

 １．100 万円未満        ２．100 万円以上 300 万円未満 
 ３．300 万円以上 500 万円未満  ４．500 万円以上 1,000 万円未満 
 ５．1,000 万円以上 
 

 

 

 

 



  

 
 

質問５ 年間予算に対する次の①～④の収入割合をそれぞれお答えください。 

（それぞれ１つを選択） 

 １．0％    ２．10％以下  ３．11～30％  ４．31～50％ 
 ５．51～70％  ６．71％以上 
 

①自己財源  ※本アンケートでの「自己財源」とは、「会費収入、参加料等事業収入」の

ことを指します。 

 

 

 

 



  

 
 

②補助金・助成金 

 

 

 

 



  

 
 

③委託金 

 

 

 

 



  

 
 

④指定管理料 

 

 

 

 

 



  

 
 

【ＳＣ全国ネットワークについて】 

質問６ ＳＣ全国ネットワークに何を期待しますか。（上位３つを選択） 

※選択した項目について、具体的に何を期待するかを記載してください。 

 １．国・関係機関への提言   ２．情報提供（事業プログラム・指導者・助成金等） 

 ３．全国レベルの会議の開催  ４．広報・PR 活動  ５．その他 

 ６．特に期待していない 

 

（１）優先順位１位 

 

 

 

 



  

 
 

＜質問６での優先順位１位の各選択肢における主な選択理由＞ 

１．国・関係機関への提言 

 ●補助金・助成金の確保・継続、対象経費の拡大など 

 ●公共施設の優先利用やクラブハウス・事務所の設置など場の確保 

 ●都道府県、市町村、学校、企業、関係団体への必要性周知 

 ●国の施策と現場の状況のパイプ役 

 ●長期展望、将来構想、方針 

 ●税制免除、法制度整備 

 

２．情報提供（事業プログラム・指導者・助成金等） 

 ●クラブが活用できる助成金の種類や請求方法 

 ●各クラブの活動情報（成功・失敗例、同規模のクラブ情報、同地域のクラブ情報など） 

 ●プログラム情報（人気のある、集客につながる、高齢者向け、貯筋運動など） 

 ●指導者対象の講習会や育成に関する情報 

 ●継続的・効率的なクラブ運営情報（地域との関わり、同条件のクラブ情報など） 

 ●自主財源確保や先進的取り組みなど 

 

３．全国レベルの会議の開催 

 ●情報交換の場として 

 ●年に一度は全国レベルの交流が必要 

 

４．広報・ＰＲ活動 

 ●総合型地域スポーツクラブの認知度向上 

 ●TV、新聞などで特集 

 ●広報・PRの具体的取り組み・手法を知りたい 

 ●クラブの入会案内などを行う 

 

５．その他 

 ●クラブ間の連携促進 

 ●クラブマネジャーの社会的地位確立 

 ●SC 全国ネットワークの実態を把握していない 

 

６．特に期待していない 

 ●地域の小さな活動なので、特に期待なし 

 

 

 



  

 
 

（２）優先順位２位 

 

 

 

 

 



  

 
 

（３）優先順位３位 

 

 

 

 



  

 
 

【都道府県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会について】 

質問７ 都道府県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会に何を期待しますか。 

（上位３つを選択） 

※選択した項目について、具体的に何を期待するかを記載してください。 

１．研修会の開催      ２．スポーツ交流大会の開催  ３．指導者等の派遣 

４．タイムリーな情報提供  ５．その他          ６．特に期待していない 

 

（１）優先順位１位 

 

 

 

 



  

 
 

＜質問７での優先順位１位の各選択肢における主な選択理由＞ 

１．研修会の開催 

 ●設立から自立まで、クラブの運営方法（マネジメント、会計、NPO 取得、リスクマネジ

メントなど） 

 ●クラブに必要な情報（先進事例、成功・失敗例の共有など） 

 ●クラブマネジャーや指導者のスキルアップ 

 ●クラブ単独で開催できない研修 

 ●教室の開催などプログラムに関する研修 

 ●ジュニア・高齢者などの対象者別研修 

 

２．スポーツ交流大会の開催 

 ●総合型クラブ相互の交流大会（複数クラブ合同、練習試合など） 

 ●技術レベルに応じた種目ごとの大会 

 ●県内のクラブが一堂に会する大会（県民の参加含む） 

 ●ジュニア・高齢者などの対象者別の大会 

 ●大会開催のための資金援助 

 

３．指導者等の派遣 

 ●指導者が不足している 

 ●指導者リストの作成と指導者の情報提供（種目、謝金額など） 

 ●オリンピック選手やトップレベルの指導者派遣 

 ●新しい種目導入、教室開催のための派遣 

 ●スポーツ医学などの専門家、地元出身の指導者 

 ●地域の実情・ニーズに合った指導者の派遣 

 

４．タイムリーな情報提供 

 ●他のクラブの活動状況やプログラム内容（人気種目、ニュースポーツなど） 

 ●助成金や委託事業 

 ●クラブの運営に関わる内容（スタッフの待遇、成功・失敗例、資金調達、保険など） 

 ●今後の総合型クラブの方向性や国・行政の方針など 

 ●講習会・研修会の情報 

 

５．その他 

 ●クラブ間の連携を強化する事業の開設、取り組みの実施 

 ●存在意義の周知など広報・PRによる認知度向上 

 ●行政への理解促進、提言、連携 

 ●連絡協議会のあり方の共通認識や財源確保 

 ●補助金や活動場所の確保 



  

 
 

６．特に期待していない 

 ●連絡協議会の活動が不透明 

 ●市町村レベルの活動で十分 

 ●自クラブの規模が小さいので、特に期待しない 

 

 

 



  

 
 

（２）優先順位２位 

 

 

 

 

 



  

 
 

（３）優先順位３位 

 

 

 

 



  

 
 

【近隣のクラブ間ネットワークについて】 

質問８－１ 近隣のクラブと連携する必要性を感じますか。（１つを選択） 

 １．はい  ２．いいえ 

 

 

 

 

 

 



  

 
 

質問８－２ その理由としてあてはまるものをあげてください。（上位３つを選択） 

※選択した項目について、具体的な内容があれば記載してください。 

 １．指導者の情報共有  ２．交流事業        ３．物品の貸し借り 

 ４．共催事業      ５．運営に関する情報交換  ６．その他 

 

（１）優先順位 

 

 

 

 



  

 
 

＜質問８－２での優先順位１位の各選択肢における主な選択理由＞ 

１．指導者の情報共有 

 ●新しいプログラムを計画しても指導者をなかなか探せないことがあるため、情報共有

することにより、相互の活動内容の幅を広げることができる。 

 ●指導者間で指導方法に関する情報交換を行うことで、指導方法の幅を広げることがで

きる。 

 ●指導者の情報が不足しているため、指導者バンク等が整備されるとよい。 

 ●活動内容の拡張・充実を図ることができ、地域住民に広く興味を持ってもらうきっか

けにできる。 

 ●指導者の技術向上、指導者育成のために、研修会等を通じて情報の共有化を図りたい。 

 ●プロ指導者（指導で生計を立てている）の活動場所の提供を図る。 

 

２．交流事業 

 ●指導者、会員間の交流を通して、情報交換やネットワークの構築を図ることができる。 

 ●マンネリ化の解消を図る為に、近隣クラブとの交流大会等を開催したい。 

 ●交流事業を通して新たな種目を体験することができ、活動の幅を広げることができる。 

 ●総合型クラブの認知度向上のため交流事業を実施する。 

 ●お互いの人材やプログラムを提供することにより、それぞれの活動の活性化を図るこ

とができる 

 ●交流事業を通して、参加者の増加、地域スポーツの活性化が期待できる。 

 ●交流事業を開催し、参加者間での情報交換を行うことで、クラブ会員の増加を図る。 

 

３．物品の貸し借り 

 ●クラブ間でお互いに貸し借りすることにより、新たに用具を購入する必要がないため、

経済的である。 

 ●イベントの開催頻度、実施種目を増加することができる。 

 ●クラブ間で多くの用具を確保することができ、不要な用具は破棄することができる。 

 

４．共催事業 

 ●指導者の情報共有やクラブ間の交流も併せてでき、運営面での連携も深めることがで

きる。 

 ●クラブ間のネットワーク構築を目的とし、地域の課題を出し合った中で、共催事業を

行いクラブ発展のための相乗効果を目指す。 

 ●単一クラブでは実現できないことを可能にするために開催したい。 

 ●広範囲で事業展開できることにより、参加者の増加等の効果を期待できる。 

 ●隣接するクラブとの共催により、行政も無視できないような取り組みを PRし、より多

くの地域住民にも総合型クラブの良さを知ってもらえる機会を作りたい。 

 ●共催することにより、ヒト、モノ、カネの有効活用につながる。 



  

 
 

５．運営に関する情報交換 

 ●クラブ経営、運営の具体的手法を情報交換し、常に改善に取り組むことが大切である。 

 ●単一クラブでは分からないことも多いため、他クラブの運営方法等を参考にしたい。 

 ●イベントの企画、広報・宣伝、助成金情報、会計処理など相互の情報交換を行うこと

でクラブの活性化につながる。 

 ●開催教室や事業の成功例等のノウハウを把握することにより、クラブ運営に活かした

い。 

 ●情報交換を通して、互いに刺激しあい、資質向上につなげる。 

 ●運営に関する意見交換を重ねることで、総合型地域スポーツクラブのあり方や活動を

共につくっていきたい。 

 ●新しいビジネスモデルを模索し、クラブ運営に活かしたい。 

 ●情報交換を通して、他クラブの立ち上げや育成支援を行う。 

 

６．その他 

 ●施設の共同利用や行政への働きかけを行う。 

 ●チラシ、ホームページ等クラブ共通のものを作成することにより、経費が削減される。 

 ●ネットワークを組むことで様々な地域課題の解決が図られる。 

 ●指導者の共同雇用、イベント等での相互の人材協力を行う。 

 



  

 
 

（２）優先順位２位 

 

 

 

 



  

 
 

（３）優先順位３位 

 

 

 

 

 



  

 
 

【スポーツ振興くじ（toto）について】 

質問９ 平成２３年度に toto 助成（注）を受けていましたか。（１つを選択） 

 １．はい  ２．いいえ 

 

（注）本質問での toto 助成とは、下記の事業のことをさします。 

・総合型地域スポーツクラブ創設支援事業 

・総合型地域スポーツクラブ自立支援事業 

・総合型地域スポーツクラブマネジャー設置支援事業 

・総合型地域スポーツクラブ活動基盤強化事業 

・総合型地域スポーツクラブマネジャー設置事業 

 

 

 

 

 

 



  

 
 

質問１０ 平成２３年度は、toto 助成を受けて何年目になりますか。（１つを選択） 

 １．1 年目  ２．2 年目  ３．3 年目  ４．4 年目  ５．5 年目 
 ６．6 年目  ７．7 年目  ８．8 年目 
 

※選択肢「６．～８．」については、下記の事業を受けている非営利法人のクラブに限ります。 

・総合型地域スポーツクラブマネジャー設置事業 

 

 

 

 



  

 
 

質問１１ toto 助成終了後のクラブ運営（特に収入減への対応）について、どのようなこ

とをお考えですか。（あてはまるもの全て選択） 

※選択した項目について、具体的な計画を記載してください。 

 

１．会員の増加を目指す  ２．行政等からの補助金・助成金 ３．行政等からの委託金 

４．会費・参加料の値上げ ５．指定管理業務の受託     ６．クラブの規模の縮小 

７．クラブの存続を再考  ８．その他           ９．計画していない 

 

 

 

 



  

 
 

＜質問１１の各選択肢における主な回答理由＞ 

１．会員の増加を目指す 

 ●地域住民のニーズに合ったサークルの発掘や種目教室の見直し 

 ●クラブの広報・PR活動の強化 

 ●クラブのサービス（スタッフの資質、指導者の資質、プログラム内容）の向上 

 ●行政が行なっている同種の事業を一本化 

 ●団体で加入できるようなサークル活動を増やす 

 

２．行政等からの補助金・助成金 

 ●施設使用料の減免措置を要望する 

 ●企業や国・県等の助成事業などを人や地域のネットワークを使って情報収集する 

 ●常にアンテナを張って、補助金等に関する情報を収集する 

 ●社会福祉協議会や国保連合等の補助金や助成金の活用 

 ●現在行っているクラブの事業を他団体と共催事業で行う 

 

３．行政等からの委託金 

 ●スポーツ関連事業の他、福祉関連、子育て支援、介護予防、健康づくりなど 

 ●学校など教育現場への指導者派遣 

 ●地元自治体からの行事受託 

 ●体育館等施設の管理 

 

４．会費・参加料の値上げ 

 ●段階的に値段を検討する 

 ●指導者の資質の向上によりプログラムの価値を上げる 

 ●各教室の収支バランスを検討し、受益者負担の理念に基づき検討する 

 ●会員への受益者負担の意識向上とクラブ運営への理解を求める 

 ●賛助会員を募集する 

 ●最終的な手段として考える 

 

５．指定管理業務の受託 

 ●法人格を取得し、公共施設の指定管理を受ける 

 ●人件費確保、拠点施設確保のため 

 ●指定管理業務の共同受託者となる 

 

６．クラブの規模の縮小 

 ●事業を見直し、参加者のニーズを把握した上で教室等の整理統合を図る 

 ●赤字事業の廃止 

 ●外部指導者ではなく、クラブで指導者を育成し運営する 



  

 
 

７．クラブの存続を再考 

 ●他クラブとの合併も視野にいれる 

 ●財源確保ができなければ存続は難しい 

 ●存続のため無理のない運営を行う 

 

８．その他 

 ●法人格を取得する 

 ●地域の中小企業へ寄付金・広告料を募る 

 ●指導者謝金、クラブマネジャー賃金の見直し 

 ●物販、自動販売機の設置 

 

９．計画していない 

 ●具体的な計画には至っていない 

 



  

 
 

【保険の加入状況について】 

質問１２ 現在、クラブで保険に加入されていますか。（１つを選択） 

 １．はい  ２．いいえ 

 

 

 

 

 



  

 
 

質問１３ どこの保険に加入していますか。（１つを選択） 

１．スポーツ安全保険  ２．その他（可能な範囲で具体的にご記入ください） 

 

 

 

 

 

 



  

 
 

質問１４ 保険を利用される場合、どのような点を重視されますか。（複数回答可） 

１．掛金  ２．補償内容  ３．加入手続きの簡便さ  ４．事故処理サービス 

５．いずれにもあてはまらない（可能な範囲で具体的にご記入ください） 

 

 
 

 

 



  

 
 

 

 

 

＜参考＞ 
 

 

 

・総合型地域スポーツクラブ全国協議会に関するアンケート調査 質問用紙 



【あなたのクラブについておたずねします】

質問１ クラブ設立後の活動年数をお答えください。（１つを選択）

１．未設立 ２．5年以下 ３．6～10年 ４．11～15年
５．16～20年 ６．21年以上

質問２ 会員数についてお答えください。（１つを選択）

１．100人以下 ２．101～200人 ３．201～300人 ４．301～1,000人
５．1,001人以上

質問３ クラブ会員としての加入を想定しているエリア（範囲）の人口について
お答えください。（１つを選択）

１．1,000人以下 ２．1,001人～5,000人 ３．5,001人～10,000人
４．10,001人～30,000人 ５．30,001～50,000人 ６．50,001人以上

質問４ 年間予算規模（平成23年度）についてお答えください。（１つを選択）

１．100万円未満 ２．100万円以上300万円未満
３．300万円以上500万円未満 ４．500万円以上1,000万円未満
５．1,000万円以上

ＳＣ全国ネットワークに関するアンケート調査
【質問用紙】

質問５ 年間予算に対する次の①～④の収入割合をそれぞれお答えください。
（それぞれ１つを選択）

①自己財源 ②補助金・助成金 ③委託金 ④指定管理料

１．0％ ２．10％以下 ３．11～30％ ４．31～50％
５．51～70％ ６．71％以上

【ＳＣ全国ネットワークについておたずねします】

質問６ ＳＣ全国ネットワークに何を期待しますか。（上位３つを選択）
※選択した項目について、具体的に何を期待するかを記載してください。

１．国・関係機関への提言 ２．情報提供（事業プログラム・指導者・助成金等）
３．全国レベルの会議の開催 ４．広報・ＰＲ活動 ５．その他
６．特に期待していない

【都道府県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会についておたずねします】

質問７ 都道府県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会に何を期待しますか。（上位３つを選択）
※選択した項目について、具体的に何を期待するかを記載してください。

１．研修会の開催 ２．スポーツ交流大会の開催 ３．指導者等の派遣
４．タイムリーな情報提供 ５．その他 ６．特に期待していない

【近隣のクラブ間ネットワークについておたずねします】

質問８－１ 近隣のクラブと連携する必要性を感じますか。（１つを選択）

１．はい ２．いいえ

※本アンケートでの「①自己財源」とは、「会費収入、参加料等事業収入（上記②、③、④
に係わるものを除く）」のことをさします。

１．はい ２．いいえ
「１．はい」と答えた方は、「質問８－２」へお進みください。
「２．いいえ」と答えた方は、「質問９」へお進みください。



質問８－２ その理由としてあてはまるものをあげてください。（上位３つを選択）
※選択した項目について、具体的な内容があれば記載してください。

１．指導者の情報共有 ２．交流事業 ３．物品の貸し借り
４．共催事業 ５．運営に関する情報交換 ６．その他

【スポーツ振興くじ（toto）についておたずねします】

質問９ 平成23年度にtoto助成（注）を受けていましたか。（１つを選択）

１．はい ２．いいえ
「１．はい」と答えた方は、「質問１０」へお進みください。
「２．いいえ」と答えた方は、「質問１２」へお進みください。

（注） 本質問でのtoto助成とは、下記の事業のことをさします。
・総合型地域スポーツクラブ創設支援事業
・総合型地域スポーツクラブ自立支援事業
・総合型地域スポーツクラブマネジャー設置支援事業
・総合型地域スポーツクラブ活動基盤強化事業
・総合型地域スポーツクラブマネジャー設置事業

質問１０ 平成23年度は、toto助成を受けて何年目になりますか。（１つを選択）

１．1年目 ２．2年目 ３．3年目 ４．4年目
５．5年目 ６．6年目 ７．7年目 ８．8年目

選択肢「６．～８．」については、下記の事業を受けている非営利法人のクラブに限ります。
・総合型地域スポーツクラブマネジャー設置事業・総合型地域スポーツクラブマネジャー設置事業

質問１１ toto助成終了後のクラブ運営（特に収入減への対応）について、どのようなことを
お考えですか。（あてはまるもの全て選択）
※選択した項目について、具体的な計画を記載してください。

１．会員の増加を目指す ２．行政等からの補助金・助成金 ３．行政等からの委託金
４．会費・参加料の値上げ ５．指定管理業務の受託 ６．クラブの規模の縮小
７．クラブの存続を再考 ８．その他 ９．計画していない

【保険の加入状況についておたずねします】

質問１２ 現在、クラブで保険に加入されていますか。（１つを選択）

１．はい ２．いいえ
「１．はい」と答えた方は、「質問１３」へお進みください。
「２．いいえ」と答えた方は、「質問1４」へお進みください。

質問１３ どこの保険に加入していますか。（１つを選択）

１．スポーツ安全保険 ２．その他（回答用紙に可能な範囲で具体的にご記入ください）

質問１４ 保険を利用される場合、どのような点を重視されますか。（複数回答可）

１．掛金 ２．補償内容 ３．加入手続きの簡便さ
４．事故処理サービス ５．いずれにもあてはまらない

　　（回答用紙に可能な範囲で具体的にご記入ください）

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。



  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フェアプレイで日本を元気に ～あくしゅ、あいさつ、ありがとう～ 

目指せ 100 万人のフェアプレイ宣言！ＷＥＢで好評受付中！ 

http://www.japan-sports.or.jp/fair/   公益財団法人 日本体育協会 

－アンケート結果に関する問合せ先－ 
総合型地域スポーツクラブ全国協議会事務局 
公益財団法人日本体育協会 
スポーツ振興部 クラブ支援課内 

TEL：03-3481-2280 FAX：03-3481-2284 




